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平
成

8 年
度

下半
期

財 政

状
況

を公表 します

区
で
は
、
区
の
財
政
の
実
態
を
皆
さ
ん
に
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、財
政
状
況
を
年
2
回
、
6
月
と
1
2月
に
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
平
成
8

年
度
下
半
期
の
執
行
状
況
等
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、図
表

は
9
年
3
月
3
1日
現
在
の
も
の
で
す
。

平
成
8
年
度
一
般
会
計
予
算
現
額
構
成
比

一
時
借
入
金

8
年
度
下
半
期
(
1
0月
1
日
A

月
3
1日
)
に
は
、
借
入
金
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

区民人あたり皿 で

▲ 特別養護老人ホーム「足立乕裕圜」

特
別
区
債
の

現
在
高

区
の
施
設
、
道
路
、
公
喞
な
ど
の
大

規
模
な
建
設
事
業
等
に
は
、
一
時
的
に

多
額
の
資
島
原
要
に
な
り
一
す
。
そ

の
財
源
補
充
の
た
め
区
が
長
期
に
わ
た

っ
て
借
り
入
れ
た
資
金
の
状
況
で
す
。

特 別 区債の 現 在 高

< 一般会計分>

< 用地特別会計分>

区有財産の状況

▲ 陣川戸公園

8
年
度
下
半
期
に

実
施
し
た
主
な
事
業

マ
都
市
計
画
道
路
の
整
備

マ
特
別
費
護
老
人
ホ
ー
ム

「足
立
翔
裕

園
」
の
建
設
費
助
成

▽
老
人
保
健
施
設
の
整
備

マ
障
害
者
の
店
(
喫
茶
店
)
の
設
置

マ
思
い
や
り
の
あ
る
ま
ち
づ
く
ひ
推
進

(北
千
住
駅
東
口
、
綾
瀬
駅
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
設
置
工
事
)

▽
陣
川
戸
公
園
、
舎
人
九
号
公
園
開
設

問
先
卜
予
算
課

豐
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

足立区議会
議長・副議長決まる

5
月
2
7
Rに
足
立
区
議
会
臨
時
会
が
開
か
れ
、
議
長
に
白

石
正
輝
議
員
(
自
由
民
主
党
)
、
副
議
長
に
宮
原
進
議
員
(
公

明
)
が
選
出
さ
れ
奔
し
た
。

一宍 一白

財政ミニコラム

Q.
新
聞
報
道
で
は
、
医
療
給
付
が
増
え
て

国
保
財
覗
髻
孛
と
叨
篦
t
か
、
国
民

農

保
険
特
別
会
計
が
黒
'テ
な
の
は
な

ぜ
で
す
か
。

A.
一
般
会
計
か
ら
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
へ
不
垣
岔
螽
一り
入
れ
し
て
い
る
た

め
で
す
。
8
年
度
は
、
9
8億
円
を
一
般

会
計
か
ら
痔
ち
出
し
黔
レ
だ
。

平成8 年度各会計予算執行状況

今号の主な内容

2
面
▽
▽
▽
国
保
指
定
保
養
施
設
/
国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度
/
　

高
齢
者
訪
問
歯
科
診
療
/
成
人
健
康
教
室
/
ひ
ろ
ば
3

面
▽
▽
▽
佐
野
六
木
土
地
区
画
整
理
事
業
審
議
会
委
員
選
挙
/
奨

学
生
募
集
/
夏
休
み
親
と
子
の
施
設
見
燮
=
/
一

不
板
4

面
マ
▽
▽
青
年
セ
ン
タ
ー
の
催
し
/
消
S
者
講
座
/
ス
ケ
ッ
チ

◎ 電話のかけ間違いが増えています。電話番号をもう一度ご確認< ださい。 区役所の電話番号03880- 5111( 代)・
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くらしの情報

本庁舎へのお問い合わせは……

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお間い合わせは

それぞれの電話番号へ

※
電
話
番
号
は
お
間
違
い
な
く

国
保・

年

金

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
保
指
定
保
養
施
設

国
保
課
で
は
、近
県
の
旅
館
等
を
「
国

保
指
定
保
養
施
靂

に
指
定
し
て
、
国

保
加
入
者
の
方
が
利
型
灸
瀲
に
、
利

用
料
金
の
一
部

天
人
3
千
円
、
子
戝

千
沺
円
)
啻
即
成
し
て
い
ま
す
。

対

象
H
足
立
区
国
保
加
入
者
で
保
険
料
を

完
納
し
て
い
る
方

申
込
日
表
―
の
各

施
設
へ
直
接
電
話
予
約
(
足
立
区
国
保

課
扱
い
と
告
げ
て
く
だ
さ
い
)
。
予
約

後
、1
週
間
以
内
に
国
保
課
の
窓
口
で

利
用
承
認
書
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い

※
料
淞
な
ど
、
く
わ
し
ぐ
は
案
内
チ
ラ

シ
(
区
民
事
務
所
、
国
保
課
窓
口
に
あ

口
ま
す
)
を
ご
覧
く
だ
さ
い

申
・
問

先
卜
国
民
健
康
保
険
課
庶
務
係

表1 国保指定保養施設

科金は、契約料金( 1 泊2 食付・平日) から助成金を引いた額です。
区民事務所、文化・スポーツ公社では申し込みできませんのでご注意ください

ご
存
じ
で
す
か

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
、
ど
つ
し
て

も
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
方
は

、
一

定
期
間
の
納
付
を
お
休
み
す
る
免
除
制

麕
が
あ
け
ま
す
。
印
鑑
・
隻
甼
帳
ま

た
は
納
付
書
を
持
参
し
、
国
民
年
金
課

ま
た
は
、
区
民
事
務
所
で
申
請
し
て
ぐ

だ
さ
い
。
学
生
の
方
で
免
除
を
希
葷
ず

る
場
合
は
、
必
要
書
類
が
違
い
求
す
の

で
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い

。

問
先

日
国
民
年
金
課
保
険
料
係

皆
さ
ん
の
保
険
料
を
生
か
す

国
民
年
金
積
立
金
還
元
融
資
の
施
設

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
年
金
支
払

い
の
た
め
の
財
源
と
し
て
積
み
立
て
ら

れ
る
ほ
か
、
地
方
公
共
団
体
に
長
期
低

利
で
融
資
さ
れ
。
福
祉
施
設
の
建
設
に

役
立
て
う
れ
て
い
求
歹
。

□
「
年
金
積
立
金
還
元
融
資
」
を
受
け

て
建
設
さ
れ
た
主
な
施
設

▽
花
畑
体
育
館
(
8
年
8
月
開
設
)

▽
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
改
修
費
　

(
8
年
t
月
開
設
)
問
先
卜
国
民
年

金
課
推
進
係

▲ 縁合スポーツセンタ ー

健

康

寝
た
き
り
の
高
齢
者
の
方
へ

自
宅
で
歯
の
治
療
が
受
け
ら
れ
ま
す

足
立
区
歯
科
医
師
会
の
協
力
を
得
て
、

寝
た
き
り
で
歯
科
診
療
を
鷽
け
る
'
左

が
困
難
な
高
齢
者
の
方
の
た
め
に
「
在

宅
高
齢
者
訪
問
笈
診
僚
」
奚
施
し

て
い
ネ
y
。
ザ
ひ
、
'
荊
用
く
だ
さ
い
。

対
象
卜
区
内
在
住
・
在
宅
で
介
護
者
の

い
る
6
5歳
以
上
の
寝
た
き
り
の
方

※

訶
院
に
か
か
っ
て
い
る
方
は
、
事
前
に

歯
科
診
療
を
鷽
け
て
よ
い
か
、
主
治
医

に
'
洫
認
ぐ
だ
さ
い

内
容
日
歯
の
治

療
/
入
れ
歯
の
作
成
や
調
整
等

費
用
H

健
康
保
険
等
(
老
人
医
療
証
も
含

む
)
の
扱
い
に
よ
り
利
用
者
負
担

申

込
=
電
話

※
受
け
付
け
を
し
て
か
ら

保
鴟
愿

保
健
相
談
所
の
職
員
が
m
冩

確
認
に
訪
問
に
ま
す
の
で
、
診
療
開
始

ま
で
に
あ
る
程
度
日
数
が
か
か
n
ま
す

申
・
問
先
此
屁

予
防
係

ち
び
っ
こ
集
ま
れ
　
幼
児
教
室

毎
月
1
回
、
保
健
婦
に
よ
る
育
児
相

談
を
行
つ
て
い
求
す
。
ま
た
、
楽
し
い

工
作
や
遊
ぴ
梟
用
意
し
て
晢
兄
を
お

待
ち
し
て
い
ネ
y
。
日
時
卜
毎
月
第

1
金
曜
日
、
午
前
1
0
時
3
0
分～
U
。
励

分

費
用
卜
無
料

申
込
卜
直
接
会
場

へ

場
所
卜
西
新
井
住
区
セ
ン
タ
ー

申
・
問
先
卜
西
新
井
住
区
セ
ン
タ
ー

酋
(
3
8
5
4
)
1
5
2
7

足
立
保
健
所

登
(
3
8
5
5
)
4
1
5
″
D

成人健康教室
に参加

しませんか

保
健
所
、
保
健
相
談
所
で
は
、

成
人
健
康
診
査
(
区
内
医
療
機

関
実
施
)
奮
答
リ
た
方
の
た
め

に
、
健
康
教
室
を
仔
つ
て
い
ま

す
。
健
診
結
果
を
あ
な
た
の
健

康
づ
く
り
に
お
役
立
石

誓

い

。

日
程
等
日
表
2

定
員

卜
各
4
0人
(
先
量
賑
)

※
定

員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
健
康

慇
寥
寡
吁
て
い
な
い
方
で
も

参
加
で
き
豕
歹

申
込
卜
電
話

※
受
講
時
は
、
成
人
健
診
結
果

票
を
£
持
ち
ぐ
だ
さ
い

表2 成人健康教室日程

● 時間は、いずれも午後1時30分～3畤30分

調
理
体
験
教
室

「
骨
を
じ
ょ
う
ぶ
に
」

手
軽
に
カ
ル
シ
ウ
ム
{
と
れ
る
料
理

を
、
食
生
活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
と
一
緒
に

調
理
実
習
し
て
み
"
せ
ん
か
。
食
生
活

コ
ン
ダ
ク
タ
ー
と
は
保
健
所
、
保
健
相

談
所
を
中
心
に
、
地
域
ぶ
覿
す
る
食

牛
活
の
冢
内
人
で
歹
。

日
時
日
7
月
2

日
團
、
午
後
L
時
3
0分
A

時
3
0分

内
容
H
調
理
実
習

定
員
日
3
0人

持

ち
物
日
エ
プ
ロ
ン
、
ふ
忝
ん
、
三
角
ぎ

ん

費
用
H
3
0
0円(
食
材
料
費
、
テ
キ

ス
ト
代
貪
む
)

申
込
卜
電
話

場
・

申
・
問
先
卜
東
和
保
健
相
談
所

豐
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

狂
犬
病
予
防
注
射
は

も
う
お
済
み
で
す
か

今
年
度
Q
汢
犬
痾
予
防
注
射
を
受
け

て
い
な
い
犬
の
飼
い
主
の
方
は
、
6
月

中
に
布
紅
ぐ
の
動
物
病
院
等
で
必
ず
受

け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
注
射
料
金
は

7
月
1
日
よ
叺
篳
上
が
ひ
し
祟
y
。
ま

た
。
犬
夲
痾
つ
て
い
て
ま
だ
登
録
し
て

い
な
い
方
は
、
保
健
所
、
保
健
相
談
所

裹
ほ
区
民
事
務
所
で
登
録
手
続
を
し

て
く
だ
さ
い
。
※
億
万
月
に
実
施

し
て
い
な
心
加
接
種
は
な
く
な
n
&
C

た

問
先
卜
千
住
保
健
所

豐
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

乳

幼
児

す
こ
や
か

相

談

育
児
に
不
安
を
思
じ
た
り
、ひ
こ
り

で
悩
ん
で
い
る
'
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

次
の
保
育
園
で
は
、
経
験
豊
か
な
保
母

が
冐
児
相
談
奮
可

て
い
ま
す
。
安
心

し
て
子
育
て
奮
采
し
め
る
雲
臧
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
(
秘
密
厳
守
)
。
相

談
方
法
は
電
話
布
ぷ
ぴ
面
接
で
す
。

実
施
保
育
艫
・
相
談
日
日
▽
興
野
保
育

園
(
西
新
井
本
町
4
-
1
9
-
2
3
)…
毎

週
月
・
木
曜
日

酋
(
3
8
9
0
)
3
2
0
0

▽
新
田
保
育
園

薪
田
2
-
1
-
1
0
)

・・・毎
週
火
・
金
曜
日

酋
(
3
9
1
1
)
0
9
6
Q
U

▽
東
保
育
園
(
東
和
5
-
5
-
2
3
)
・
・
・

毎
週
水
・
土
曜
日

眥
(
3
6
p
)
9
)
8
4
0
0

-

い
ず
れ
も
卜

時
間
卜
午
前
1

時
～
午
後
5

時

問
先

日
保
育
振
興
係

東
京
都
議
会
議
員
選
挙
の
不
在
者
投
票
は

区
役
所
本
庁
舎
か
千
寿
小
学
校
で

□
区
役
所
本
庁
舎
(
中
央
本
町
1
1
1
7
-

I
)

不
在
者
投
票
受
付
場
所
日
南
館
1
2階
会

議
室

期
間
卜
6
月
2
7忌
T
7

月
5

日
山

□
千
寿
小
学
校
(
千
住
1
-
2
5
-
1
)

不
在
者
投
票
受
付
場
所
H
L
階
特
別
会

議
室

期
間
卜
6
月
卯
品
T
7

月
5

日
出

-

い
ず
れ
も
卜

時
間
卜
午
前
1
時
叩
分
～
午
後
i
時

間
先
卜
選
塋
葛
萎
貝
会
事
務
局

酋
(
3
8
日
0
)
5
1
1
1

㈹

ひ
ろ

ば
=
催
し
物
=

。X
I

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

▽
6
既
曾
劭
、午
前
1
時
～
午
後
3

時
(
雨
天
時
7
月
6
日
)
/
元
溯
江
公

園
/
出
店
料
千
円
/
ク
ラ
ブ
旭
・
高
橋

昔
(
3
8
4
0
)
2
1
9
0

▽
7
月
6
日
㈲
、午
前
1
1
時
～
午
後
3

時
(
雨
天
中
止
)
/
五
反
野
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
公
園
/
出
店
料
千
円
/
往
復
(
ガ

キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

奎
叨
記
/
l
月
2
5
a必
着
/
カ
ー
ニ
バ

ル
・
中
川

〒
1
2
0
弘
導
覃
局
留

酋
(
3
8
5
2
)
3
1
3
0

▽
7
月
習
劭
、午
前
1
0
時
～
午
後
2

時

困
大
時
8
月
3
日
)
/
大
谷
田
公

園
/
出
店
料
千
円
/
往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
朞
疵
明
記
/
7
月
5

日
必
着
/
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
・
小
山

〒
跏
大
谷
田
団
地
内
郵
便
局
留

酋
(
3
6
0
0
)
8
5
2
7

☆
東
京
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
市
民
の
会
バ

ザ
ー
圦
昴
苜
・
7
月
2
0
E
・
8
月

1
7
E
、い
ず
れ
も
E
暘
R
、午
前
9
時
～

午
後
1
時
/
区
忿
町
玄
関
前
広
場
/

宍
″
t
心
豐
(
5
3
8
8
)
B
0
5
1

☆
糖
尿
病
の
勉
強
会
(
食
事
療
法
の
基

本
と
実
技
)
6
月
2
9
日
㈲
、午
後
1

時
～
t
時
3
0
分
/
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
/

2
0人
/
湎
円
(
材
料
費
)
/
田
代

昔
(
3
8
6
0
)
4
3
8
6

☆
P
T
A
学
校
対
抗
卓
球
大
会
7

月
6

日
面
、
午
前
1
時
開
場
/
中
央
本
町

体
育
館
/
区
小
中
学
校
P
T
A
会
員
/

団
体
戦
T

チ
ー
ム
ー
人
、
内
男
子
I

人
可
)
・
個
人
戦
/
尠
那
費
・
:団
体
3

千
円
、
個
人
鳰
円
/
(
ガ
キ
に
学
校
名
、

種
目
、
参
加
者
全
員
の
氏
名
・
性
別
、

代
表
者
の
電
話
番
号
4
叨
記
/
6
月
2
3

日
必
着
/
足
立
区
卓
球
連
盟
事
務
所
・

庄
司

〒
1
2
1西伊
興
4
-
5
-
H

豐
(
3
8
5
3
)
2
0
3
8

=
募
集
=

☆
ソ
フ
ト
ボ
ト
ル
会
員
募
S

月
額
千
5
0
0

円
/
練
習
B
等
ぐ
わ
し
ぐ
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
/
サ
ン
ラ
イ
ト
ジ
ャ

イ
ア
ン
ツ
(
足
立
西
部
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

湟
盟
加
入
)
・
佐
野

昔
(
3
8
4
8
)
3
0
9
5

☆
ふ
れ
あ
い
ヨ
ト
ガ
(
初
心
者
)
毎

週
木
曜
日
、午
前
1
0
時
～
正
午
/
エ

ル
ーソ
フ
ィ
ア
ほ
か
/
入
会
半
円
、

月
額
2
千
5
0
0円/
戸
田

酋
(
3
8
4
0
)
6
0
0
2

☆足立ウィ ンド アンサン プルアカデミカ 第16回 定期演奏会6 月15日( 日) 、午後1 時30分開 場/ サン パール荒川( 荒川区民会 館) / 「惑星」より「火星亅
「天王扁」 ほか/ 無料/ 上岡03886 ―3E94( 午 後7 時以降)
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生

活

環

境

記
念
誌
『
今
め
ざ
め
る
大
樹
た
ち

―
あ
だ
ち
の
保
存
樹
―
』を
発
行

ご
存
じ
で
し
た
か
?
・区
内
に
も
y
尤

な
大
樹
が
あ
l
y
にと
を
。
そ
の
樹
木
を

大
切
に
守
り
続
け
て
奠

防
が
「足
立

区
の
保
存
樹
を
守
え
x
r
で
す
。
そ
の

喞
裂
寔
し
て
2
0
年
、
樹

木
へ
の
熱
い
思
い
を
「
公

m
託
あ
だ
ち
豕
石
つ
く

n
E
フ
ス
ト
」
の
援
助
を

得
て
一
冊
の
本
に
袤
こ
め

声
レ
だ
。
こ
の
本
を
開
く

y
左
に
よ
っ
て
、
古
木
た

ち
ど
の
χ
Z
じ
い
出
会

い
が
&
夸
は
ず
y
夛
。

※
区
内
各
図
書
館
、
区
政
情
報
室
(
区

役
所
中
央
館
2
階
)
で
閲
覧
で
さ
}チ

問
先
卜
み
ど
り
の
枩
弓
く
n
儼

▲ 指 足番 号236 く 蕚の き 矍 徊寺

佐
野
六
木
土
地
区
画
整
理
事
業
の

審
議
会
委
員
(
8
人
)
の

選
挙
が
行
わ
れ
ま
す

選
出
さ
れ
た
審
議
会
耆
貝
は
。
区
回

輅
理
事
業
に
関
」公
正
な
推
進
に
努
め

る
な
ど
、
璽
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。

投一
日
卜
9
月
7
日
冊

区
域
=

佐
野
一
丁
目
お
よ
び
六
木
二
丁
目

の
各
一
部

※
く
わ
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い

問
先
卜
区
画
輅
理

課
事
業
係

西
新
井
大
師
駅
前
公
衆
便
所
を

一
時
閉
鎖
し
ま
す

西
新
井
大
師
駅
前
公
衆
便
所
は
、
改

修
工
事
の
た
め
U
月
末
ま
で
利
用
で
き

豈
尤

。
し
ぱ
ら
ぐ
の
閧
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
求
ふ

、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
先
H
公
園
覧
堤
係

募

集

非
常
勤
職
員
募
集

(保
健
婦
ま
た
は
看
護
婦
)

対
象
卜
保
健
婦
ま
た
は
看
護
婦
免
許
を

お
持
ち
の
5
0
歳
未
満
の
方
内
容
卜
健

診
、
家
庭
訪
問
等
保
健
所
の
業
務
勤

務
条
件
卜
週
t
日
(
3
0
時
間
)
※
身

分
は
非
常
動
職
員

定
員
日
人

選

考
=
面
接
(
日
程
は
後
日
通
知
)

申

込
卜
自
筆
の
履
歴
書
を
鳫
裘
-
囗
ま
た

は
郵
送

期
限
卜
6
月
2
3日
必
着

申
・
問
先
卜
千
住
保
健
所

〒
1
2
0
千
住

仲
町
2
4
-
2

a
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

足
立
区
奨
学
生

募
集
中

1
0年
4

月
か
ら
の
足
立
区
奨

学
生

採

用
候
補
者
)
を
雰

笋
し
て
い
奪
歹
。

対
象
卜
次
の
す
べ
て
の
要
件
夲
満
た
し

て
い
る
方
・・・
足
立
区
内
に
引
き
耨
き
1

年
以

上
居
住
し
て
い
る
方
/
経
済
的
理

由
に
ょ
ひ
條
樊
が
困
雅
で
同
種
の
学
資

金
を
ほ

か
か
ら
假
り
辱
吁
て
い
な
い
方
/

都
内
ま
麗
塔
堰
学
可
能
な
近
県
に
所

在
す
ゑ
(

学
・
高
等
学
校
・
高
等
専
門

学
校
・
専
修
学
校
(

修
業
年
限
2

年
以

上
の

専
門
課
程
お
よ
ぴ
大
学
(

学
資
格

啻

碍
ら
れ
る
修
菓
年
限
3

年
以
上
の
高

等
課
程
)

に
入
営

軍

定
し
て
い
る
方

(在
学
中
も
可
)
/

学
業
成
績
が
良
好

な
方

募
集
弔
定
人
S

と
貸
付
饋
卜
表
3

申
込
=
区
立
中
学
1

年
牛
ほ

各
中

学
校
/
そ
の
他
の
万
は
学
務
課
振
興
係

期
限
H
6

月
3
0
日

間
先
=
m

課
振

與
係

表3 募集予定人員と貸付額

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

精
神
障
害
者
の
た
め
の

職
親
を
募
集
し
て
い
ま
す

区
で
は
仕
事
奮
堰
し
て
精
神
障
害
者

の
社
会
復
帰
螽
一
筋
し
て
S
洫
る
事

業
所
(
職
覡
)
を
募
笋
し
て
い
ネ
歹
。

職
覡
制
度
(
精
神
障
害
者
社
龠
嚶
訓

練
事
業
)
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

を
痔
っ
て
精
神
障
害
者
の
方
盒
勗
し

て
ぐ
だ
さ
る
事
業
所
に
対
し
て
、
関
係

機
関
職
員
が
支
援
奮
賢
ぼ
か
、
経
済

的
援
助
査
灯
い
ま
す
。
援
助
内
容
H

マ
事
業
所
・・・委
託
料
1

日
2

千
3
6
5円

▽
訓
練
生
=
・歪
T
E

千
川
円

期
間
=
i
i
g
t
o

力
月

、
最
長
3

年

※
電
話
-

奪
歹

問
先
日
保
健
予
防
係

お

知

ら
せ

紙
す
き
を
や
っ
て
み
よ
う
I

夏
休
み
親
と
子
の
施
設
見
学
会

日
時
日
7
月
2
9
R
L
a
月
口
の
各
B
、

午
前
9
鬯
芬
～
午
後
t
時
(
予
罵

対
象
卜
小
学
孚
こ
そ
の
保
護
者
(
叉

ま
で
可
)
コ
ー
ス
H
消
費
者
セ
ン
タ

ー
(
紙
す
魴
体
験
)
～
花
畑
記
念
庭
園

榿
花
亭
ト
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
ト
生
物
園

※
集
合
場
所
は
、消
費
者
セ
ン
タ
土
工

ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
内
冫
な
n
乖
y
定
員

日
3
0
人
(
抽
選
)
s
用
日
無
料
(
昼
食

は
、お
持
ち
ぐ
だ
さ
い
)
`
χ
7
往

復
(

ガ
キ
に
住
所

、
氏
名

年
齢

電

話
番
号

、
希
望
日

、
「
夏
休
み
親
子
施

設
見
学
会
希
芦

と
明
記
し
郵
送

期

限
H
6

月
茹

口
必
着

申
・
問
先
卜
広

報
課

〒
m一
中
央
本
町
1
1
1
7
1
1▲ 消費者センター「紙すき体験」

ち
び
っ
子
野
菜
収
穫

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

日
時
H
7
月
2
6日
出
、
午
前
1
時
3
0分
(

雨
天
決
行
)
!

騙
所
=
栗
原
北
小

学
校

対
象
日
区
内
在
住
の
小
誉
幸
一

そ
の
観
5
5組
(
抽
選
)

内
容
H
親
子
で

ク
イ
ズ
を
レ
な
が
ら
各
農
家
の
畑
鷽
凹

り
、
野
菜
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、ナ
ス
、ア
サ

ツ
キ
、つ
袤
も
の
な
ど
)
を
収
穫
し
ホ
歹

※
弁
当
、
水
筒
、軍
手
、レ
ジ
ャ
ー
シ
ー

卜
壹

″
参
し
て
ぐ
だ
さ
い
S

用
日
1

人
囘
円

申
込
日
往
復
(

ガ
キ
に
住
所

、

親
子
の
氏
名
・
年
齢
、電
話
番
号

、「
ち
ぴ

つ
子
野
粟
収
穫
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

希
屏

と
明
記

遍

信
用
に
も
住
所
、氏

名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
」

期
限
=
7

月
4

刪
必
着

主
催
=

足
立
区
農
業

生
産
者
ク
ラ
ブ

申
・
問
先
卜
農
産
係

〒
圀
中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

ム小松粟の収穫

あ
だ
ち
広
報

投
稿
募
集

あ
な
た
の
好
き
な
道
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

8
月
一…甘
征

露
の
耳

手

。こ

れ
に
ち
な
ん
で
特
集
を
考
凡
て
い
ま

す
。
お
気
に
入
り
の
散
懋
章
や
思
い

出
の
道
な
ど
、「
私
の
好
き
な
足
立

の
道
」
を
募
笋
と
チ

。

申
込
=
(

ガ
キ
に
あ
な
た
の
好
忝
な
区
内
の

道
(
場
所
峇
ほ
名
称
)
と
そ
の
簡

単
な
理
由
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
忝
明
記

期
限
阯
角
1

吁
必
I

申
・
問
先
日
広
報
係

〒
四一
中
央
本

町
1
-
1
7
-
1

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1

卜
㈹

第19回足立の花火大会

7月24日( 木)開催
～プレジャーボート
での観覧は

できません～

足
立
の
花
火
大
会
は
T
月
2
4日
團
に

荒
川
河
川
敷
(
千
住
新
橋
1
西
新
井
橋

間
)
で
開
催
さ
れ
ネ
歹
。
今
年
は
ド
ー

ン
と
9
予
5
0
0
発
の
花
火
を
楽
」
ん
で
い

た
だ
け
豕
y
。
花
火
を
楽
レ
ロ
な
め
、

次
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

□
プ
レ
ジ
ヤ
ト
ボ
ト
ト
で
の
観
覧
は
で

き
ま
せ
ん

昨
年
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
に
よ
る

沈
没
事
故
や
衝
突
に
よ
る
乗
員
の
転
落

事
故
が
起
き
F

‥だ
。
今
年
は
警
察
の

指
導
も
あ
ひ
。
づ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
で

の
観
覧
を
票
止
し
l
y

。

□
屋
形
船
で
の
観
覧
は
届
出
か
必
要
で

す
屋
形
船
の
船
ま
更
ほ
関
係
者
の
方

は
、
あ
兌
一一
じ
め
所
定
の
申
し
込
み
用

祗
で
お
申
し
J
ぶ
ぐ
だ
さ
い
。

期
限

卜
6
月
3
0
E
申
・
問
先
日
足
立
又
観

光
艷
r

産
業
振
興
課
内
)

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

掲
示
板

□
都
立
足
立
新
田
高
校
公
開
爾
座

「
お

も
し
ろ
化
学
実
験
」

日
時
H
7
月
5
日
～
2
6
日
の
土
曜
日
全

4
回
、
午
後
1
時
～
i
時
(
た
だ
し
1
2

贏
苜
は
t
時
ま
で
)
定
員
H
2
0
人
　

(
抽
選
)
費
用
日
無
料
申
込
H
往

復
(
ガ
キ
に
講
座
名
。
庄
所
、
氏
名
、

年
齢
、
{
菊
、
電
話
番
朞
忝
明
記
期

限
卜
6
月
2
3
R
必
着
柵
・
申
・
問
先

=
足
立
新
田
高
校
〒
1
2
3
新
田
2
-

1
0
-
1
6
`
l
(
3
9
1
4
)
4
2
1
1

□
水
道
・
下
水
遭
料
金
減
免
の
ご
案
内
　

都
で
は
、
本
年
―
月
分
か
ら
の
料
金

改
定
に
伴
い
、
都
巣
今
4
蔘
れ
た
付

帯
決
議
に
馬
差
、
水
道
料
金
布
&
ぴ

下
水
道
料
金
の
減
免
措
置
を
実
旆
し
ま

す
。
従
来
実
施
分
に
加
え
。
新
た
に
実

i
{
と
お
り
で
y
。

減
免
措
置
期
間
卜
9
年
―
月
分
～
1
2
月

分
対
象
八
嵩
齢
者
丗
帯
(
老
齢
福

祉
年
金
受
給
者
)
(
2
)
隻
簡
連
2
4
業

種
(
3
)
医
凍
施
設
(
給
水
管
の
吽
ぴ
径

が
7
5
四
以
下
の
適
用
を
鷽
け
る
病
院
)

(
4
)
給
水
管
の
吽
び
径
が
1
3
罌
是
は
2
0

皿
の
適
用
蛋
居
y
芳
※
(
3
)
・
(
4
)
は
、

水
道
料
金
の
み
が
対
象

。
(
1
)
L
(
3
)
は
申

請
が
必
要
で
歹

問
先
忿

逅

唇

笠

東
営
業
所

魯
(
5
6
8
1
)
2
1
5
1

齋

籏

所

a
(
3
8
8
)
4
2
2
1

□
短
期
醤
『
第
1
種
s
気
工
事
士
基

礎
科
』
、
「
第
1
種
s
気
工
事
士
理
論
・

施
工
科

」
受
講
者
募
集

日
時
=
t
>
某
礎
科
・
・
・
&
月
2
6
・
2
8
・
2
9

日
・
9
月
2
・
4
日
マ
翼
謝
・
施
工

科
9
月
9
・
1
1
・
1
6
・
1
8
乱
哲
※

い
ず
れ
も
時
間
は
午
後
6
時
F
9
時
1
0

分
対
象
卜
第
F
種
電
気
エ
ー
洳
受

験
」冫
冫
こ
す
る
在
職
者
定
s
H
各

科
4
5
人
(
抽
選
)
費
用
卜
各
科
千
沺

円
申
込
卜
往
復
(
ガ
キ
に
講
習
名
、

住
所
、氏
名
、年
齢
、性
別
、電
話
番

号
登
明
配
期
間
=
7
月
1
日
～
1
5
日

柵
・
申
・
問
先
日
都
立
足
立
技
術
専
門

校

〒
圀
綾
瀬
i
-
6
-
1

酋
(
3
8
0
5
)
6
1
4
8

□
都
立
葛
飾
商
業
高
校
公
開
講
座

『
パ

ソ
コ
ン
教
室
(
ワ
ー
プ
ロ
含
む
)
」

日
時
卜
7
月
2
6
B
～
8
月
3
1
日
の
土
・

日
曜
日
(
た
だ
し
&
月
1
6
・
1
7
り
は
休

講
)
▽
土
曜
日
・
・
・
午
後
冫
時
―
l
f
>
時
y

日
曜
日
…
午
前
1
時
～
正
午
対
象

H
2
0歳
以
上

の

都
民

定
員
卜
3
0人

(抽
選
)

費
用
日
2

千
円

申
込
卜

往
復
(

ガ
キ
に

「
パ
ソ
コ
ン
公
開

講

座
」
と
配
入
し

、
住
所

、
氏
名
、
年
齢

、

性
別

、
電
話
番

サ
を
萌

記

期
限
H
6

月
2
1
日
必
着

場
・
申
・
問
先
卜
葛
飾

商
業
高
校
全
R

制
公
開
講
座
係

〒
5

葛
飾
区
新
宿
―
-
1
4
1
1

s
(
3
6
0
7
)
5
1
7
0

□
夜
間
特
別
無
料
法
律
相
談

日
時
卜
6
鳳
曾
T
2
6
R
、午
後
5
時

迴
T
ヱ
嘔
芬
内
容
日
不
動
産
、

金
銭
問
題
、相
続
・
濤
筥
、冢
履
問
題
、

刑
事
等
法
律
問
題
に
つ
い
て
弁
護
十
が

無
料
相
談
申
込
=
c
o
月
1
8
・
1
9
日
、

午
前
1
0
時
牛
午
後
L
時
～
t
時

の
間
に
電
話
予
約
(
先
将
叩

人
)

場
・

申
・
問
先
H

御
法
律
扶
助
協
会
新
宿
法

律
援
助
セ
ン
タ
ー

新
宿
区
西
新
宿
1
-
1
8
-
8

新
宿
ス
カ
イ
ビ
ル
2

階

酋
(
5
3
8
1
)
2
8
5
1

□ 中川処理場「自生ホタルの夕べ」日時=6月17日( 火) 、午後7時30分～9時( 雨天順延)内容=ホタルの観賞● ・申・問先=中川処理場中川5-
1- 1113606- 8812
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青
年
セ
ン
タ
ー
の
催
し

□
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト

『
ア
ジ
サ
イ
を
見
に
行
き
ま
せ
ん
か
』
　

区
内
在
住
の
外
国
人
を
対
象
戸
処

イ
ベ
ン
ト
で
す
。本
土
寺
(
常
磐
線
北

小
金
駅
下
車
)
で
E
本
の
お
寺
と
ア
ジ

サ
イ
の
花
岑
見
学
に
稾
す
。英
語
と
甲

諞
治
の
通
訳
が
つ
膏
ま
す
。日
時
H

6
月
2
2
日
剛
、午
後
L
時
～
t
時
集

乙鞴
所
H
千
代
田
線
北
千
住
駅

定
員

日
2
0人

爽
用
冂
無
料
(
交
通
費
・
お

茶
代
自
己
負
担
)

※
く
わ
し
く
は
電

話
で
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い

□
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

「
優
し
さ
っ
て
何
だ
ろ
う
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
遏
し
て
与
凡
、

与
え
ら
れ
る
「優
し
さ
」
。人
と
の
関

り
の
中
で
と
て
も
大
切
な
ん
だ
け
ど
、

ち
ょ
っ
と
や
っ
か
い
な
「優
し
さ
」に

つ
い
て
一
緒
に
考
入
て
み
ま
廿
ん
か
。

日
時
等
凵
▽
7
月
3
日
…
北
島
行
`
民
　

(障
害
者
プ
ロ
レ
ス
団
体
ド
ッ
ク
レ
ッ

ク
ス
代
表
)

マ
1
0日
・
:竹
ノ
内
睦
子

氏
(
福
祉
作
業
所
・
藍
工
房
代
表
)

※
い
ず
れ
も
木
曜
日
、
午
後
7
時
F
9

時

場
所
H
青
年
セ
ン
タ
ー

定
員
卜
5
0

人

□
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

「
お
母
さ
ん
の
た
め
の
心
と
か
ら
だ
の

リ
フ
レ
ツ
シ
ユ
」

お
母
さ
ん
の
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
、
親

子
で
出
来
る
楽
し
い
体
操
を
学
び
ま
す
。

お
子
さ
ん
の
保
育
を
行
い
ネ
す
。
日
時

卜
7
月
3
日
～
1
7
日
の
毎
週
木
曜
日
、

午
前
1
0
時
～
正
午
場
所
冂
青
年
セ
ン

タ
ー

対
象
卜
幼
児
の
い
る
お
呀
{
瓦

定
員
卜
1
5人
(
先
着
順
)

―

い
ず
れ
も
I

費
用
凵
無
料

申
込
凵
電
話

申
・
問

先
卜
青
年
セ
ン
タ
ー

゛
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

消費者講座

「どうすれば
いい の? 」

お葬式・お墓

お
香
典
に
基
準
は
あ
る
の
7
・
お
葬
式

だ
っ
て
自
分
ら
し
く
し
た
い
'
・
お
墓
に

は
ど
ん
な
種
類
が
あ
る
の
'
y・な
ど
屁
と
、

い
ざ
葬
送
と
い
う
時
に
困
ら
な

い
た
め

の
お
話
で

す
。
執
り
行
う
側
と
参
列
す

る
側
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
み
た
あ
れ

こ
れ
を
、
一
緒
に
鴦
疋
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
等
日
表
1

定
員
卜
4
5
人
費
用
H

無
料

申
込
卜
電
話

場
・
申
・
問
先

日
消
費
者
セ
ン
タ
ー

゛
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

表1 消費者講座日程

● 畤囀は、いずれも午後2畤～4畤

スケッ チ
あだち

し
ょ
う
ぶ
の
香
り
で
笑
顔
い
っ
ぱ
い

5
月
5
日
に
銭
湯
で

し
よ
う
ぶ
湯

5
月
5
日
に
、
区
内
約
9
0ヵ
所
の

銭
湯
で
楽
し
め
る
の
が
し
ょ
う
ぶ
湯
。

特
に
子
ど
も
と
お
年
寄
り
に
は
、
無

料
開
放
さ
れ
、
当
日
は
し
ょ
う
ぶ
の

香
9

″薬
し
な
人
で
い
っ
ぱ
い
。
毎

日
必
ず
銭
湯
に
行
く
柿
崎
千
波
さ
ん

は
、
「娘
に
し
ょ
う
ぷ
の
笛
を
つ
く

っ
て
あ
げ
忝
と
喜
ぶ
ん
で
す
声
と

ニ
ッ
コ
リ
。ま
た
、区
内
の
銭
湯
の

浴
槽
に
は
必
ず
千
歹
り
が
つ
い
て
る

の
で
、安
心
し
ア
孚
ど
も
や
お
年
寄

り
が
利
用
で
き
ま
す
。
「銭
湯
は
好

き
で
よ
く
行
く
け
ど
、手
t
肓
か
あ

忝
と
出
入
り
に
便
利
だ
ね
」
と
平
子

正
人
さ
ん
。
し
ょ
う
ぶ
湯
だ
け
で
な

べ

ゆ
ず
陽
な
ど
季
節
を
感
じ
さ
せ

る
イ
ベ
ン
ト
髮
貿
沓
屏
の
銭
湯
で
、

ゆ
っ
た
p
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ワーイ| しようぷだよ

区内の銭湯には手すり
がついていて安心

地域の憩いのスペースで防災を学べる

「やすらぎ広場」中央本町一丁目

プチテラス完成
「緑
豊
か
な
憩
い
と
地
域
の
ふ
れ
あ

い
」
「家
庭
で
で
き
る
防
災
を
学
べ
る
」

と
い
う
趣
旨
で
つ
く
ら
れ
た
中
央
本
町

一
丁
目
プ
チ
テ
ラ
ス
。そ
q
t
成
式
典

が
、5
月
1
8已
に
地
域
の
方
々
の
主
催

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
プ
チ
テ
ラ
ス
は
、
区
と
地
域
の

皆
さ
ん
が
設
計
の
段
階
か
ら
一
緒
に
考

え
、
つ
く
9
の
げ
た
も
の
。
家
庭
で
で

夸
况
熨
を
目
で
見
て
体
験
で
き
る
よ

う
に
と
、
延
喨
を
食
い
止
め
る
効
果
の

あ
る
樹
木
を
使
っ
た
生
は
嗇
汞
園
や

楽
し
み
な
が
ら
使
い
方
を
学
べ
る
消
火

諄
等
が
設
a
さ
れ
て
い
ま
ま

。

式
典
の
あ
と
は
、
防
思
訓
練
や
起
震

車
の
体
験
な
ご
り
あ
り
、
に
ぎ
や
か
な
1

日
と
な
叮
ま
し
た
。

非常時にはペン
チガ「かまど 」
に早変わり

5月の空に元気にあがる鯉 の ぼり!

5
月
5
日
は
「
こ
ど
も
の
日
」。
子

ぐ
逖

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
顱
っ
て

あ
げ
う
れ
る
鯉
の
ぽ
り
の
煢
p
区
内
各

所
刄
鴛
れ
ま
し
た
。

今
回
は
区
内
で
見
つ
け
乖
(
忝
な
鯉

の
ぽ
q
a
w

し
ま
す
。

大門プチテラス 柳原小学校 荒川虹の広場

西新井へ来たらぜひ立ち寄ってネ!
『コ一ヒ ーはう す・ひまわ り』開店

5
月
1
日
、ギ
ャ
ラ
ク
シ

テ
ィ
(
こ
ど
も
科
学
館
・
西

新
井
文
化
ホ
ー
ル
併
設
)
の

中
庭
に
、知
的
障
害
者
授
産

施
設
ひ
去
U
園
が
経
営
す

る
喫
茶
店
ヨ
ー
ヒ
ー
は
う

す
・
ひ
去
ぢ
』
が
オ
ー
プ

ン
。
障
害
者
男
女
又
と
援

助
者
冫
人
が
勳
く
お
店
は
、

三
角
屋
根
で
5
…
き
ん
六
ん

と
降
ひ
注
ぎ
、ひ
豕
わ
り
そ

の
も
の
。昨
年
オ
ー
プ
ン
し

た
先
輩
格
『
茶
房
ゆ
う
あ
い
　

(
区
役
所
内
)
』
で
実

地
研
修
を
終
え
た
3
`
一

人
は
、注
茎
写
眞
ぽ
き

と
伝
票
に
記
入
、
『
ど
う

ぞ
こ
』
ゆ
っ
く
り
し
て
く

だ
さ
い
」と
万
気
に
お
客

さ
ん
を
も
て
な
し
て
い
ま

す
。ル
ー
か
ら
手
作
り
の

カ
レ
ー
が
好
評
で
、パ
ン

の
販
売
も
し
て
い
ホ
y
。

営
業
時
間
:
午
前
1
0時
～

午
後
5
時
(
土
・
日
曜
日

お
よ
び
又
化
ホ
ー
ル
が
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
日
は
、

午
後
7
時
ま
で
)

ふれあい、支えあいの心を広げよう

ボランティアまつり

5
月
1
0
E
、
中
央
公
園
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
や
地
域
の

人
た
ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り

を
開
催
。
相
談
コ
ー
ナ
ー
や
模
擬

店
、
障
害
者
の
手
作
り
品
の
即
売

コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
並
び
、
た
ぐ
さ

ん
の
人
で
に
が
矜
い
ま
し
た
。
第

四
中
学
校
、
足
立
高
校
、
江
北
高

校
の
生
徒
た
か
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
参
加
。
車
イ
ス
の
試
乗
コ
ー
ナ

ー
や
模
擬
盾
な
ど
啻
恚
ぢ
て
く

れ
ま
し
た
。

嵋r 模擬店を手伝いました。おもし
ろかつたですよ 」と第四中学校の満
水さんと橋本さん

1
手
話
コ
ー
ラ
ス

「
愚
く
へ
行
き
た
い
」

区内各所で藤の花～来年( 4月下旬)は
お見逃しなく～

近
所
で
辞
判
の
「
背
高
藤
L
。
樹
齢
3
0

年
以
上
、4
階
ま
で
続
く
花
の
帯
、
葉

が
少
な
い
の
か
特
徴
。『
笛
年
、
花
を

咲
か
せ
る
に
は
、
終
わ
っ
て
か
ら
の
手

入
れ
が
大
事
。
つ
る
を
嫡
む
こ
と
、
実

を
と
る
こ
と
』
と
山
本
さ
ん
(
栗
原
3
1
2
2
1
1
3
)

こ

ち
う

は

、幡
5
m

以

上
の
『
吻
亂

曝
L
。玄
関
は
藤
の
香
り
が
い
っ
ぱ
い

。

『
昭
和
M
J
年
に
値
え
た
も
の
が

、こ
こ

ま
で
育
ち
1
6
し
た
』と
大
沼
さ
ん
(
南

花
畑
1
1
8
-
1
)

ご
存
じ
西
新
井
大
師
境
内
の
曝
翻
。

◎ 『` あだち広報』|ま再生紙を使用しています O240, 000


